
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成30年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（平成30年度決算）
岡山県　瀬戸内市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

125.46 298.19 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D2 非設置 37,411

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 43.78 32.99 90.53 3,834 12,322 3.38 3,645.56

　処理場・管渠ともに、まだ耐用年数を迎えていな
い。設備機器の定期的な点検・整備を行うことで、
深刻な故障が起こらぬよう管理運営を行っている。
　受贈資産として既存の施設を引き継いだ団地内の
管渠については、耐用年数が近付いているので、令
和2年度より順次管更生工事を進める。
　また、将来必ず発生する耐用年数を迎えた施設設
備の更新・更生にかかる費用の平準化を図り、目標
耐用年数を延伸し、施設設備の長寿命化のため、ス
トックマネジメント計画を策定した。

2. 老朽化の状況

全体総括

　平成28年度より、瀬戸内市では下水道事業全般に
企業会計を導入し、今まで以上に経営状態が明確に
把握できるようになっている。
　一般会計繰入金の抑制に向け、平成26年度末には
長船浄化センターを廃止し、長船中央浄化センター
で一括して処理を行うよう処理場の統廃合を行っ
た。その他、未接続の家庭の早期接続による使用料
収入の増加も必要不可欠な要素である。
　また、ストックマネジメント支援制度の活用や、
定期的な点検・整備により施設設備の長寿命化に努
めることも重要である。
　今後も使用料収入の増加・維持管理費の抑制に向
けた取り組みを継続して行わなければならない。
　また、現在も管渠整備事業が継続中のため、資本
費平準化債の活用による負担の平準化を行いつつ、
計画的な管渠整備を行わなければならない。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　平成26年1月1日の使用料改定、接続件数の増加
と、業務内容の見直しや処理場の統廃合による委託
料等の減少に伴い、処理場と管渠の維持管理費につ
いては使用料収入により賄うことができるように
なっている。
　現在も管渠整備事業を行い、供用開始エリアが
年々拡大している状況にあり、今後も暫くの間は接
続件数の増加が見込まれる。供用開始後3年以上が
経過した未接続の家庭に対しては、早期接続のお願
いを発送する等、接続率の向上に努めている。
　一方で、節水や人口減少によると思われる接続件
数に対する有収水量の減少傾向が見られるため、注
意が必要である。
　農業集落排水事業・漁業集落排水事業の状況もあ
わせ、今後も使用料の適正化に向け、定期的な分
析・算定基準の見直しを継続して行う必要がある。
　また、管渠整備事業の財源としては国庫補助金を
最大限活用しているが、その他では下水道事業債の
割合が高く、年々償還額が増加する傾向にある。初
期の処理場建設・下水道本管の整備等による多額の
起債償還が特定の時期に集中することから、資本費
平準化債を活用し、特定の期間・特定の世代に起債
償還の負担が偏ることがないようにしている。
　このほか、下水道事業全体としての維持管理費の
抑制を図ることを目的に、令和2年度に農業集落排
水事業処理区も含めた処理場の統廃合について検討
し、結果をまとめる予定である。

2. 老朽化の状況について
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【101.92】 【88.06】 【54.23】 【1,209.40】

【83.36】【42.82】【219.46】【74.48】

【24.88】 【0.01】 【0.12】


